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加湿器の水を検体とした。サルモネラの検査は，岡山県

南3系列のスーパーで販売された国産生食肉（牛肉9検

体，豚肉18検体，牛豚ミンチ11検体，鶏肉40検体），

市販国産ハチミツ3検体，ニホンヤモリのふん便5検体，

鳥のふん便10検体（ヒヨドリ9検体，サギ1検体），野

ネズミの腸内容物6検体（農業被害により駆除した野ネ

ズミ），タヌキのふん便3検体を用いた。エルシニアの

抗体価測定は，全国の医療機関の小児科等の外来患者又

は入院患者のうち，エルシニア感染症又は川崎病との鑑

別のため，抗体価測定の依頼があった29名の患者血清

について実施した。

2.2　検査法

各菌種の検査は，以下の方法で実施した。

2.2.1　レジオネラ

2.2.1.1　道路上の水溜り等からの分離

定法1）に準じて，GVPN培地等を用いて実施し，分離

株がレジオネラ属菌であることは，血液寒天培地に発育

しないこと，また斜光法における特徴的な外観構造を有

することで確認した。水溜り検体は100 mL，加湿器の

水は約8 mLをそれぞれ，直接塗抹及びろ過濃縮法によ

る分離試験を行った。

1　はじめに

レジオネラ症，腸管出血性大腸菌（以下「STEC」と

いう。），サルモネラ等の感染症について，患者の増加リ

スクに大きく寄与する感染源となる食品等の汚染状況や

流行株の汚染実態を把握することは，感染症や食中毒の

発生予防及びまん延の防止のため重要と考えられる。そ

こで，令和元年度は，レジオネラの県内道路水溜り等で

の汚染状況，ヒト由来STEC株の収集と血清型別等（ヒ

ト由来STECについては別報にて報告），サルモネラの

県南での市販国産生食肉等の汚染状況を調査した。また，

川崎病との関連が疑われるものの感染実態が不明である

エルシニア感染症の調査のため，疑い患者の血清抗体価

を測定した。なお，エルシニア抗体価調査は，平成30

年度に当センターの倫理委員会に諮り，承認を得て実施

した。

2　材料及び方法

2.1　検体

レジオネラは，県内のアスファルト道路上の水溜り

47か所の汚染状況を調査した。また，県内医療機関で

分離されたレジオネラ1検体の遺伝子型別等を調査する

とともに，感染源の特定のために，当該患者の使用した
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3，4a，4b，5a，5b，6，7，10，15株とY.enterocolitica 

血清群O3，O5，O8，O9株を25 ℃，2日間培養し，菌体

をPBSに浮遊して121 ℃で1時間加熱し，洗浄後にマッ

クファーランドNo.0.7の濃度に調整したものを使用し

た。各希釈系列にそれぞれ1種類の抗原液を同量ずつ加

え，混和して50 ℃で2時間反応後，室温で1晩静置後に

判定し，1 : 160以上を陽性とした。

3　結果及び考察

3.1　レジオネラ

県内の道路の水溜り47か所を調べたところ，レジオ

ネラ汚染率は53.8 %（35/65検体）であった。検体はア

スファルト道路上の水溜りであり，アスファルト上の水

溜りは重要な環境中の汚染源であるとの指摘もあり3），

今後も継続して，水溜り由来菌と患者由来株との関連を

調査する必要があると考えられた。

令和元年5月に届出された患者の肺胞洗浄液から

Legionella pneumophila 血清群3のST93が分離された。

この遺伝子型は本県特有の型4)～6）であり，今回が11例

目であった。患者が使用していた加湿器の水を検査した

が，レジオネラは分離されず，感染源は不明であった。

国内では本県でしか検出されたことのない患者由来の

ST93の感染源究明のため，継続した周辺環境調査の必

要性があるものと考えられた。

3.2　サルモネラの食肉等の汚染状況

岡山県南で販売される市販国産生食肉のサルモネラ汚

染状況を調べた。豚肉18，牛肉9，牛豚ミンチ11，鶏肉

40の計78検体を調べた。豚肉及び牛肉並びに牛豚ミン

チからはサルモネラは検出されず，国産鶏肉3検体

（3/40 7.5 %）からSalmonella Schwarzengrund（O4:d:1,7）

が2株，S.Yovokome（O8:d:1,5）が1株分離された。以前

2.2.1.2　PCR法によるレジオネラ菌種の同定

16S rRNA遺伝子を標的としたレジオネラ属菌を特異的

に検出するPCR法を実施した。また，陽性を示した株につ

いては，mip遺伝子を標的としたLegionella pneumophila 

を特異的に検出するPCR法を実施した。

2.2.1.3　sequence-based typing

レジオネラ株のsequence-based typing（以下「SBT」

という。）法を用いたsequence type（以下「ST」という。）

型別は，国立感染症研究所細菌第一部に依頼して実施し

た。

2.2.2　サルモネラ属菌

2.2.2.1　分離

平成31年4月から令和2年1月まで分離試験を行った。

食肉，サギのふん便，タヌキのふん便及び野ネズミの腸

内容物はそれぞれ1 g，ヒヨドリのふん便は複数をまとめ

た1 g，ニホンヤモリのふん便は複数をまとめた0.2 g～

0.3 gを使用し，定法2）に従いサルモネラ分離試験を行っ

た。 前 増 菌 にBPW（OXOID）， 選 択 増 菌 にRV培 地

（OXOID），分離培地にDHL寒天培地（日水製薬）又は

X-SAL寒天培地（日水製薬）を使用し，TSI寒天培地（日

水製薬）及びLIM培地（栄研化学）で性状を確認し，

同定キットで菌種同定し，血清型別試験を行った。なお，

食肉等の食品以外の検体では前増菌は行わなかった。

2.2.2.2　血清型別

サルモネラ免疫血清「生研」（デンカ生研）及びサル

モネラ相誘導用免疫血清「生研」（デンカ生研）を用い

て血清型別試験を実施し，Kauffmann-Whiteの様式によ

り血清型を確認した。

2.2.2.3　薬剤感受性試験

アンピシリン（ABPC），カナマイシン（KM），セフ

メタゾール（CMZ），セフォタキシム（CTX），セフェ

ピム（CFPM），セファゾリン（CEZ），イミぺネム（IMP），

メロぺネム（MEPM），ナリジクス酸（NA），ST合剤，

ノルフロキサシン（NFLX），ホスホマイシン（FOM），

ク ロ ラ ム フ ェ ニ コ ー ル（CP）， レ ボ フ ロ キ サ シ ン

（LVFX），ストレプトマイシン（SM），テトラサイクリ

ン（TC）の計16剤について，センシ・ディスク（日本

ベクトン・ディッキンソン株式会社）を用いて寒天平板

拡散法（ディスク法）で行った。

2.2.3　エルシニアの抗体価測定

患者血清を56 ℃，30分間非働化後，PBSで10倍希釈

し，これを2倍段階希釈した希釈系列を，使用する抗原

数と同数作成した。抗原液として，当センターが保有す

るY.pseudotuberculosis 血清群1a，1b，1c，2a，2b，2c，

表1　サルモネラ汚染率
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の調査（平成29年4月～平成30年4月）では35検体の

国産鶏肉から5検体5株（5/35 14.3 %）のサルモネラが

分離され，全てS.Schwarzengrundであった。今回も鶏

肉で高率に検出され，衛生管理の重要性が認識された。

分離されたS.SchwarzengrundはSM及びTCに耐性

の1株とKM及びNAに耐性の1株であり，薬剤感受性

パターンが異なっていた。これらは別々の系列のスー

パーで販売されていた鶏肉から分離されており，菌株の

由来は異なるものと思われた。食品由来のサルモネラは

SM及びTCに耐性の株が多いことが知られており，今

回の調査でも耐性を示したものが1株あった。

ニホンヤモリ，ヒヨドリ，サギ，タヌキのふん便及び

野ネズミの腸内容物からはサルモネラは検出されなかっ

た。爬虫類が人のサルモネラ症に関与することも示され

ており7)～10），今後は宿主の属性も考慮しつつ，より多

くの検体を調査する必要性があると考えられた。

3.3　エルシニアの抗体価

エルシニア症又は川崎病を疑う患者29名のうち抗体

価の上昇がみられたのは15名（Y.pseudotuberculosis 14

名，Y.enterocolitica 1名）で，11名は陰性であり，3名

は3種類以上の抗原液に凝集したため判定保留となっ

た。原因不明の川崎病との鑑別やエルシニア症の感染実

態把握のために，今後も継続した調査を実施していく予

定である。

表2　S.Schwarzengrundの薬剤感受性パターン
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